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研究成果の概要（和文）：軽度認知機能障害（以下MCIとする）25名、軽症アルツハイマー病（以下ADとする）38名、
健常者22名を対象とし、漢字･仮名単語の書取、漢字の写字、文章書字課題を行い、対象群間の比較を行った。その結
果、仮名単語書取と写字において対象群間に有意差はなかったが、漢字単語書取において軽症ADが有意にMCI、健常者
よりも書き誤りが多くみられた。文章書字に関しては、軽症AD、MCIが健常者よりも有意に成績が低下していた。課題
によって対象群間の違いが明らかとなり、漢字単語の書取にみられる書字障害はADになってはじめて明瞭となり、文章
の書字はMCIにおいても障害がみられる可能性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We investigated writing abilities in patients with the amnestic type of mild 
cognitive impairment (aMCI) and mild Alzheimer’s disease (AD). To examine the earliest changes in 
writing function, we used writing tests for both words and sentences with different types of Japanese 
characters. A total of 25 aMCI patients, 38 AD patients, and 22 healthy controls performed writing to 
dictation for Kana and Kanji words, copied Kanji words, and wrote in response to a picture story task. 
For the written Kanji words, the AD group performed worse than the aMCI group and the controls, but there 
was no difference between the aMCI group and the controls. For the picture story writing task, the mild 
AD and aMCI groups performed worse than the controls, but the difference between the AD and the aMCI 
groups was not significant. Our study suggests that narrative writing, which demands complex integration 
of multiple cognitive functions, can be used to detect the subtle writing deficits in aMCI patients.

研究分野：神経心理学
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１．研究開始当初の背景 
アルツハイマー病（以下、AD とする）で
は広範な脳の機能低下が起こり、さまざまな
認知機能障害がみられる。失書に関しては、
欧米語圏においていくつか研究がみられ、比
較的初期の段階から書字に障害がみられる
とされており、横断的な研究からも音韻的に
類似した綴りに間違う誤りが多いとされて
きた(Hughes et al., 1997)。 
本邦においては AD患者群を対象とした書
字障害についての研究が少ない。申請者らの
研究では、症例検討から欧米語圏における語
彙性失書でみられる音韻的に類似した誤り
と類似した機序で出現する可能性が示唆さ
れた(林ら、2002）。軽症アルツハイマー病患
者群を対象とした研究においては、漢字の書
き取りに障害があることが見出され、書き誤
りの特徴として無反応が多くみられた。書き
誤りと局所脳血流との関連から、無反応は、
左下頭頂小葉、左中・下側頭回後部、中前頭
回の血流低下と相関が見られ、それらの部位
における血流低下は漢字の字形想起、保持さ
らに書字につながる運動過程に負の効果を
持つ可能性があり、書字に必要となる神経ネ
ットワークの機能不全と関連していること
が示唆された（Hayashi et al., 2011）。 

AD の書字障害は言語機能障害、視空間認
知障害、全般的機能の低下などと随伴する場
合が多いとされる。病状が進行すると、書字
には音韻や語彙的側面といった言語的処理
過程が影響していると考えられる誤りとと
もに、視空間的機能、運動パタンといった書
字の出力処理過程の障害と考えられる誤り
が増加すると示唆されている。 
 AD だけではなく健常高齢者と認知症の境
界状態と考えられる軽度認知機能障害（Mild 
Cognitive Impairment、以下MCIとする）
を対象とした書字障害に関する研究も非常
に少ない。MCIは正常な加齢に関連する認知
機能の低下と、正常な加齢による低下の範囲
を逸脱した明らかな異常状態との境界状態
にあたる概念である（博野、2001）。横断的
な書字障害における変化を調べるために、
MCIと軽症 AD、健常者について比較検討を
行う。 

 
２．研究の目的 
本研究では、軽症 AD とMCI、健常者の 3
群を対象とする。各群に単語の書取・写字、
文章書字を行い、それぞれの書字課題におけ
る成績の違い、漢字単語書取課題で見られた
書き誤りの質的特徴について、3 群間での違
いを検討することを目的とする。 
３．研究の方法 
（１）対象 

AD 〔 CDR(Clinical Dementia Rating 
Scale)1以下〕：36人、MCI：25人、健常者：
22人を対象とした。被験者群間の平均年齢・
教育年数に有意差はなかった（AD：77.2±
4.5歳、11.5±2.2年、MCI：75.6±6.7歳、

12.0±2.8年、健常者：74.7±4.7歳、12.6±
2.1年）。 
MCI は CDR0.5。AD は CDR0.5 か 1 で、
NINCDS-ADRDAにおいて probable ADの
診断基準を満たす者。MCIと ADの境界例は
CDRで区別し、CDR記憶項目 0.5かつその
他の CDR 下位項目のすべてが 0.5 以下であ
ればMCIとし、CDR下位項目のいずれかが
1以上であれば ADとする。 
 
（２）課題 
以下の単語と文章についての課題を行い、
それぞれ正答数について得点化した。 
①漢字 2文字単語の書取 
具体語/抽象語各 25 ずつ計 50 個（小川・稲
村、1974から選択。学習容易性の高いもの）。
単語頻度、単語表記頻度ができるだけ高いも
のを選び、具体性の条件間で有意差がでない
ようにした（天野・近藤、2000）。50点満点。 
②2 文字漢字単語の写字（10 個）。書き取り
との違いをみるために、上記刺激の一部を用
いた。10点満点。 
③仮名書取（上記の刺激から平仮名/片仮名各
10 個、計 20 個）。文字種の違いをみた。そ
れぞれ 10点満点。  
④４コママンガの書字による説明[標準失語
症検査補助テスト（以下 SLTA）の「栗の木
と子供」図１]を刺激として用い、書字による
説明を求めた。文章書字には情景画説明や自
由書字が用いられることが多いが、主題理解
の程度を評価し、文章量を増やす目的で 4コ
ママンガを用いた。  
 
             
            ここに木があります 
 

               
          

 
         

。 
 

。 
 
 

 
図 1  4コママンガ「栗の木と子供」 
 
（３）漢字 2文字単語書取の書き誤りの分析 
①の漢字 2文字単語の書取に関して、文字ご
とに分析を行い、以下の 6種類の書き誤りに
分類した。 
a. 類音：目標となる字と同音・類似音の実在
字に置き換えられたもの。 
b. 字の置換：目標となる字と非類似音の実在
字に置き換えられたもの。 
c. 手掛り書字：無反応あるいは 1,2画書いて
止まってしまう場合、 
字の一部の手掛り（主には偏や旁）を与える
と目標となる字が表記可能。 



d. 想起不可：無反応あるいは 1,2画書いて止
まってしまう場合、 
字の一部の手掛りを与えても目標となる字
が表記不可。 
e. 形態的誤り：形態的に崩れている非実在字
を書いたもの。 
f. 点画の誤り：非実在字ではあるが目標とな
る字に近いもの。 
 
（４）4コママンガの書字説明の評価 
・SLTAによる評価 

SLTA の「まんがの説明」のための段階評
価（1～6段階）に準じて基本語 7語（｢栗｣、
｢取る｣など）、基本語に関連する語、文法的
誤り・文字の誤りについて評価した（全体的
評価）。主題の説明に関する評価について 0
～2 点で分析し、情報量については、基本語
7語が含まれているか分析した（0～7点）。 
 
・語彙、文法的誤りについての評価 

Tsuji-Akimoto et al.(2010)の分類を参考
に以下のように評価した。 
① 語彙的誤り：文字の置換、省略、かなの
濁点の間違いなど漢字と仮名 1文字につき 1
点とした。 
② 文法的誤り：主語あるいは動詞が欠けて
いる、動詞が主語と対応していない、助詞の
置き換え、など１項目につき１点とした。 
 
４．研究成果 
（１）結果 
各課題における得点、評価点について、AD、

MCI、健常被験者 3群に関して一要因分散分
析を用いて分析した。AD、MCI、健常被験
者各群における漢字 2文字単語書取の誤りの
個数、SLTA による評価（全体、主題説明、
情報量）、語彙・文法的誤りの点数を図 2、3、
4に示す。 
漢字 2文字単語書取、漢字書取の各書き誤
り、SLTAによる評価、語彙的誤りについて、
被験者群の主効果が有意であり、多重比較
（Tukey HSD）を行った。 
漢字 2文字書取では、ADがMCIと健常者
よりも有意に誤りが多く、MCIと健常者間に
は有意差がなかった。書き誤りについては、
類音、想起不可、形態的誤りは ADが MCI、
健常者よりも有意に多く、MCIと健常者には
有意差はなかった。字の置換、手掛り書字に
ついては ADと健常者間にのみ有意差がみら
れた。点画の誤りは AD と MCI に有意差が
なく、両者と健常者間に有意差がみられた。 

SLTA の全体的評価では AD と健常者、
MCIと健常者間に有意差があり、ADとMCI
には有意差がみられなかった。情報量、主題
説明については ADと健常者間、語彙に関し
ては ADと健常者、ADとMCI間に有意差が
みられた。 
漢字写字、仮名書取、文法的誤りについて
は被験者群間に有意差はなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2  被験者群間における漢字 2 文字単語書取の書き
誤りの比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3  4コママンガ書字説明の SLTAによる評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   

 
図 4  4コママンガ書字説明における語彙・文法的誤り
の評価 
 
（２）考察 
仮名書取や写字課題では、軽症 ADで障害
がみられず、病初期には保たれることが示さ
れた。漢字単語の書取において、MCIで健常
者に比べ有意な低下は見られず、このような
課題で見られる書字障害は ADになって初め
て明らかになることが確認された。 
漢字単語の書取にみられる書き誤りの分
析において、軽症 ADにみられる特徴は類音、
想起不可、形態的誤りが MCI より多いこと
である。手掛り書字では軽症 AD と MCI に
有意差が見られないが、想起不可は軽症 AD
で MCI よりも有意に多く、手掛りがあって
も正しい漢字の字形を想起できない場合が
増大することが示唆された。このような誤り
は ADになって有意に増加すると考えられる。 

4コママンガの SLTAの評価や語彙の誤り
に関しては ADと健常者の違いが有意であっ
たが、MCIでは語彙の誤りや、文法、主題の
理解といった項目分析において健常者と有



意差がみられなかった。AD においては単語
課題での漢字の書字障害だけでなく、文章に
おいても書字障害が明らかとなった。 

MCI は 4 コママンガにおける全体的な評
価が健常者より有意に低下しており、MCI
において文章書字のレベルで書字障害がみ
られる可能性が示された。項目別の要素的な
書字障害については健常者と有意差がない
ことから、書字障害以外の認知機能障害の影
響もあると考えられる。文章書字課題は、単
語レベルでの書字課題と比べてより多くの
複合的な認知機能を必要とすると考えられ、
MCI の軽度の認知機能障害の検出を可能に
すると考えられる。 
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